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第 3 章では 3d遷移金属のL3 2 スペクトルを観察し， L3' L2 結合エネルギーを決定した。これらの
結果は ESCAで得られた結果よりもやや低い値を示したが，その差は測定方法の相違によっているこ







試料として Ti 0 , Ti C, TiN をもちい L3 ， 2 をスペクトルを観察し，理論的にもとめられている状態密
度と直接比較を行った口その結果 TiO， TiC についてはよい一致をノ式した。
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成果を得ている。すなわち， (1)結合エネルギーは ESCAで得られた値より系統的にやや低く出る， (2) 
スペクトルの形状はバンドモデルから予想されるものとよく対応し，測定によるスペクトルの拡がり
を補正するならば，バンド計算との詳しい比較が可能で、ある。 (3) 結合状態に応じて，スペクトルの
化学シフト以外に，ピーク形状，サテライト等に変化が現われるので，これらの解析により表面の電
子状態に対して有力な知見を得る可能性がある，等で、ある。
以上の成果は，固体の電子物性を解明する上での APS の有用性を明らかにしたもので，電子工学
の発展に寄与するところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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